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野木町の防災 問総務課 撒（57）4112Vol.81

特に地震に関してのご関心が高く、

資格取得後も災害に関する勉強を続け、

将来は自衛官になることを目指しているそうです！

これからのご活躍を期待しています！

　地域防災の担い手の育成や、地域コミュニティの活性化と地域防災力の向上を図るため、町では自主防災 
組織や区などで防災士として活動を目指す方に対し、防災士の資格の取得費を補助しています。

〇補助の対象となる経費
　防災士研修講座受講料、防災士資格取得試験受験料、防災士資格認証登録料

〇補助金額
　上記対象経費の合計額（上限６３，０００円）

〇申請方法等
　詳細は町ＨＰよりご確認いただくか、総務課消防防災交通係までお問い合わせください。

町ＨＰはこちら

防災士育成事業補助金とは？

　２０２４年１月に発生した能登半島地震を見て、地震に興味を持ちました。そして、地震や津波で人々が被害
に遭う様子をテレビで見て、「自分の住んでいる町で災害があった時、防災士の知識を活かしてみんなの役に 
立ちたい」と思うようになりました。

◆防災士の資格を取ろうと思ったきっかけは？

　お父さんと一緒に資格試験の講習を受け、合格しました。
　自分が住む野木町では思川の氾濫や決壊の恐れがあるため、水害についてもっと学びたいと思っています。
小学生１年生の時に、お父さんと町の避難訓練に参加し、避難所が人であふれていたという経験をしたので、
水害時には無理に避難するより、垂直避難の大切さを学びました。

◆防災士の資格取得にあたり、防災に関して勉強し、どのようなことを学びましたか？

　災害に備えるために、外出する時には１００円ショップで買える防災グッズ（懐中電灯、絆創膏、軽食など）を
持ち歩いています。これからはさらに防災の知識を深めて、地域の防災団体の活動に参加したり、地震や水害
に関する対策を学び、防災士として多くの人の役に立つ活動をしていきたいと思っています。

◆今後、防災士としてどのようなことをやっていきたいですか？

　「災害は止めることはできないけど、備えることはできる。」を胸に、防災士の資格を取得しました。災害は 
起きてからでは遅いので、家族やご自身の大切な人を守るために、たくさんの人に防災に関する知識を身に 
付けていただき、日常から災害に備えてほしいです。

◆防災に関して、町民の皆様に一言お願いします。

野木町に 防災士中学生 が誕生しました！の

　昨年７月、丸林在住で野木中学校に通う、井
い

野
の

将
たすく

さん（１３歳・中学１年生）が、町の防災士育成事業補助
金を活用し、防災士の資格を取得されました。
　これから町の防災リーダーとして期待される井野
将さんに、インタビューを行いました。


